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件   名 令和７年度 第３回 龍ケ崎市都市計画審議会 

年 月 日 令和８年１月３０日（金） 

時   間 午後２時００分～午後３時３０分 

場   所 市役所５階 全員協議会室 

出 席 者 【都市計画審議会】 

坂野会長、秋山委員、菅生委員、佐々木委員、根本委員、櫻井委員、 

廣瀬委員（代理：野村氏）、石引委員、山﨑委員、大竹委員、天谷委員、関口委員、 

山田委員 

【事務局】 

橘原都市整備部長 

（都市計画課）秋山課長、三石室長、北島課長補佐、櫻井主幹、司馬主幹、記録者 

傍 聴 人  １人  

 

会 議 内 容 １ 開 会  

２ 挨 拶  

３ 議 題 

  報告第１号 龍ケ崎市立地適正化計画の評価について 

  報告第２号 国土交通省「まちづくりの健康診断」について 

４ その他 

５ 閉 会 

要措置事項  

 

情 報 公 開 

公開・非公開の区分 公 開 ・ 部 分公 開 ・ 非 公 開 

非公開（一部非公開を含む）

とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第９条第 号該当） 

公開が可能となる時期（可能な範囲で記入）       年  月  日 

 

  



 

 

発 言 者 発 言 内 容 

1. 開 会 

【事務局】 ・ただいまより令和７年度第３回龍ケ崎市都市計画審議会を開会する。 

2. 挨 拶 

【会長】 ◇挨拶 

【事務局】 ◇配布資料の確認 

Ⅰ．事前配布資料 

 １ 会議次第 

 ２ （資料 1） 龍ケ崎市立地適正化計画の評価について 

 ３ （資料 2） 評価書 

 ４ （資料 3） 診断結果（Ｃ票） 

 ５ （資料 4） まちづくりの健康診断について 

Ⅱ．本日配布資料 

６ 委員名簿 

【事務局】 ・藤木委員に代わり石引委員が選出されたことを報告する。 

3. 議 題 

【事務局】 ・議事に入る。 

・議事の進行は、当審議会条例第７条第２項に基づき、会長が議長となること

となっているため、会長に議長をお願いする。 

【議長】 ・出席委員の確認について、事務局より報告をお願いする。 

【事務局】 ・委員総数１９名の内、出席者１３名、欠席者６名。よって、出席者が委員の

過半数に達していることを報告する。 

【議長】 ・過半数に達している為、審議会条例第７条第３項の規定に基づき、会議が成

立することを確認。 

・傍聴の希望があったので、これを許可している。 

・会議録の作成方法と、会議録署名人について事務局より説明をお願いする。 

【事務局】 ◇会議録の作成方法、会議録署名人について説明 

【議長】 ・会議録署名人について、１号委員から１名、市民公募の委員から１名選出す

ることとし、名簿の記載順より、菅生委員と天谷委員にお願いしたい。 

 →両名了承 

報告第１号 龍ケ崎市立地適正化計画の評価について 

【議長】 ・議事に入る。 

・報告第１号 龍ケ崎市立地適正化計画の評価について、事務局より説明をお

願いする。 

【事務局】 ◇龍ケ崎市立地適正化計画の評価について説明 

【議長】 ・事務局から説明があったが、ご意見、ご質問はあるか。 

【関口委員】 ・西部出張所が市民窓口ステーションに統合される予定だが、誘導施設の立地

割合の各拠点に位置付けた種類数については、24種類から 23種類へ変更に

なるのか、それとも 24種類のままなのか。それにより目標分母に変動があ

るのではないか。 



 

 

【事務局】 ・現在の西部出張所は佐貫市街地の範囲外に立地しているため、今回の統合に

よって計画上の施設立地状況に変化はない。 

・今後も佐貫市街地に行政施設を誘導するかについては、現時点で結論は出せ

ないが、来年度に新たな最上位計画のうち後期基本計画の策定が予定されて

いるため、その中で整理される結果を踏まえて検討していくこととなる。 

【議長】 ・他にご意見、ご質問等はあるか。 

【山田委員】 ・ＰＤＣＡサイクルの中で現在Ｃのチェックが終わり、Ａのアクションへ入っ

ていくとおもうがこの都市計画審議会の位置づけを確認したい。 

・人口減少に伴う空家問題についてどのように対処していく予定か。 

・牛久沼の開発の評価について記載が無いがどのようになっているのか。 

【事務局】 ・最上位計画の後期基本計画策定後、令和９年度に立地適正化計画の改定を予

定している。改定にあたっては評価の方向や策定の途中経過を都市計画審議

会に適宣報告していく形になる。 

・空き家の計画については、法律の改正も多々されているが、現在も全国的に

問題となっている。本市は空き家対策の検討の計画があるため、そちらに沿

って事業を進めていき立地適正化計画で評価を行っている。 

・牛久沼の開発の評価については、都市計画マスタープランで現状や今後につ

いての記載を行うが、立地適正化計画には直接関係はしていないため評価な

どの記載はない。 

【山田委員】 ・この立地適正化計画の評価というのは、都市計画課が全て評価をした結果な

のか、各課から上がってきたものを取りまとめたものなのか。 

【事務局】 ・アクションプランの評価を基に都市計画課でとりまとめ、その後各担当課へ

確認している。質疑等があればヒアリング等を行ったうえで策定した。 

【根本委員】 ・評価がＡ～Ｄまであるがその評価基準の算定、どのようにしてＡ～Ｄまで割

り当てているのか教えてほしい。 

【事務局】 ・今回の評価については２０年計画のものに対して５、６年しか経過していな

いものをパーセンテージなどで表すのは難しい。そのため今回の評価では簡

易的にＡ～Ｄという形で評価を行っている。 

【根本委員】 ・感覚的なものになると妥当性を欠くのではないか。 

【事務局】 ・目標の時期や事業の種類が異なるものについて同一線上での評価を行うこと

は難しいと考えている。 

【議長】 ・評価基準の中の「概ね」という部分については感覚的なものになるが、基本

的には数値目標や成果目標が基準にはなっていると思われる。 

・他にご意見、ご質問等はあるか。 

【大竹委員】 ・龍ケ崎市の将来人口推計が、平成２７年度推計より、令和２年度推計が良く

なっているがその要因は何なのか。 

【事務局】 ・これは「国勢調査」の結果と「国立社会保障・人口問題研究所」の人口推計

のデータを掲載している。人口減少や高齢化が緩やかになった要因として

は、「外国人居住者が平成２７年度の推計時より増加しているため」と公表

されている。 

【天谷委員】 ・この龍ケ崎市の指標は分かったが、他市町村の状況はどうなっているのか。 



 

 

【事務局】 ・他市町村の状況などについては、次に報告する「まちづくり健康診断」で説

明するが、近隣の市町村でいうと牛久市や阿見町の他に、つくばエクスプレ

ス線沿いの市町村は人口が増加傾向にある。 

【議長】 ・他にご意見、ご質問等はあるか。 

【秋山委員】 ・「まちなか再生ワークショップを複数回開催」とあるが、協議内容や結論は

どうなったのか、わかれば教えてもらいたい。 

・先程もあったが、人口減少が緩やかになっている要因の 1つとして外国人の

増加があげられている。その中で違法建築やごみの出し方が多く目に付く。

違法建築については既に何件か市へ相談していて、ごみ出しについては何度

か直接注意を行った。外国人の方とも共にいいまちづくりをできればいいな

と思う。 

【事務局】 ・「まちなか再生ワークショップ」については担当課が別になるため詳細まで

は把握して無いが、市民の方々が集まり旧市街を中心にまちづくりについて

議論する場となっている。その中で実施されたイベントとして「レトロな街

中で仮装してたのしむ」というものが市公式ＨＰで公表されている。 

・ごみの出し方については、各国によって環境やルールが異なるという面で昔

から課題としてあがっている。そのため外国人向けの多言語パンフレットを

作成し、都度リニューアルしながら適正なごみの排出を呼びかけている。 

【秋山委員】 ・ごみの件について以前担当課へ相談した際に「外国人向けのパンフレットを

持っていてください」と言われた。どこの国籍の方なのかわからないためそ

れは難しい。 

【石引委員】 ・ごみの件は不動産会社や外国人を雇用している事業主の協力は必須になると

思う。 

・今後、町医者の高齢化などによる閉院等が増加する可能性があるが、そ

うなると医療施設の徒歩圏人口カバー率が急低下するのではないか。 

【事務局】 ・福祉施設担当の政策にはなるが、間違いなく今後医師の確保というのは重要

な課題になると思われる。 

【議長】 ・他にご意見、ご質問等はあるか。 

【廣瀬委員代理：野村氏】 ・公共交通の指標が出ているが、現在の経営状況について物価高騰や人員不足

により様々な課題を抱えている。今後もより良い公共交通にするため、引き

続き課題の改善に努める。  

【議長】 ・他にご意見、ご質問等はあるか。 

・無いようであれば、報告第１号 龍ケ崎市立地適正化計画の評価については

原案のとおり公表するということでよろしいか。 

→異議なし 

・異議なしとのことなので、報告第１号 龍ケ崎市立地適正化計画の評価につ

いて公表の手続きを進めていただく。 

報告第２号 国土交通省「まちづくりの健康診断」について 

【議長】 ・報告第２号 国土交通省「まちづくりの健康診断」について事務局より説明

をお願いする。 

【事務局】 ◇ 報告第２号 龍ケ崎市立地適正化計画の評価について説明 

【議長】 ・事務局から説明があったが、ご意見、ご質問はあるか。 



 

 

【大竹委員】 ・人口減少や財源の問題がある中で、広域化を目的とした公共交通というのは

どのように検討しているか。 

【事務局】 ・現在本市では広域的な運行は行っていないが、今後限られた財源で効率的な

運行というのも視野にいれて検討していく必要がある。 

【大竹委員】 ・牛久沼の利活用や、アンケート調査を行うなどをして龍ケ崎市の特徴を生か

した公共交通を検討していってほしい。 

【事務局】 ・牛久沼の利活用についても今後重要となることは承知している。更にその際

のアクセス確保などの公共交通を充実させる検討をしていく必要がある。 

【議長】 ・龍ケ崎市には牛久沼などの魅力的なものが多い。それを生かしていけるよう

今後検討していただきたい。 

・他にご意見、ご質問等はあるか。 

・ないようであれば、報告第２号 国土交通省「まちづくりの健康診断」につ

いては以上とさせていただく。 

４. その他 

【議長】 ◇以上で、本日の議題は終了となるが事務局より何かあるか。 

【事務局】 ◇現在進めている川崎町北部地区の都市計画決定の進捗及び今後の手続きにつ

いて説明。 

・令和８年１月５日から１５日にかけて公述申出を行ったが、公述申出が無か

ったため１月２２日に予定していた公聴会は中止。 

・今後は５月に縦覧、６月に都市計画審議会にて諮問する予定。 

・現在下水道課で下水道全体計画の見直しを行っており、公共下水道排水区域

を変更する都市計画の決定が必要となる。県と下協議を行っており、終了後

４月頃住民説明会を開催する予定。 

５．閉会 

【議長】 ・事務局から説明があったが、ご意見、ご質問等はあるか。 

・無いようであれば、以上で令和７年度第３回龍ケ崎市都市計画審議会を終了

とする。 

 
令和  年   月    日 

         会議録署名人                         

令和  年   月    日 

         会議録署名人                         
 


